
令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
四
条
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
百
九
十
五
条
第
四
項
、
第
二
百
三
条
の
六
第
三
項
、
第
二
百
二
十
一
条
第
三
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
七
項
、
第
二
百
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
百
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
項

及
び
第
四
項
、
第
二
百
二
十
四
条
の
四
、
第
二
百
二
十
四
条
の
五
第
一
項
並
び
に
第
二
百
二
十
四
条
の
六
並
び
に
災
害

被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
三
条
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
に
、「
小
規
模
事
業
者
」
を
「
小
規
模
事
業
者
等
」
に
、「
第
四
章

非
居

住
者
又
は
法
人
の
所
得
に
係
る
源
泉
徴
収
（
第
三
百
二
十
八
条

第
三
百
三
十
四
条
）」を
「
第
四
章

非
居
住
者
又

第
五
章

源
泉
徴
収
に

は
法
人
の
所
得
に
係
る
源
泉
徴
収
（
第
三
百
二
十
八
条

第
三
百
三
十
四
条
）

係
る
所
得
税
の
徴
収
（
第
三
百
三
十
四
条
の
二
）

」に
改
め
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
寡
夫
」
を
「
ひ
と
り
親
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
」を「
寡

婦
控
除
、
ひ
と
り
親
控
除
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中「（
減
価
償
却
資
産
の
意
義
）」を「（
定
義
）」に
改
め
、
同
条
第
八
号
レ
を
同
号
ソ
と
し
、
同
号
タ
を
同
号

レ
と
し
、
同
号
ヨ
中「（
定
義
）」を「（
用
語
の
定
義
）」に
改
め
、
同
号
ヨ
を
同
号
タ
と
し
、
同
号
ル
か
ら
カ
ま
で
を
同

号
ヲ
か
ら
ヨ
ま
で
と
し
、
同
号
ヌ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル

樹
木
採
取
権

第
八
十
四
条
第
一
項
中「（
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
株
式
（
出
資
、
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法

律
第
二
条
第
十
四
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
投
資
口
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
り
、「
当
該
役
務
の
提
供
の
対
価
と
し
て
当
該
個
人
に
生

ず
る
債
権
の
給
付
と
引
換
え
に
当
該
個
人
に
交
付
さ
れ
る
も
の
そ
の
他
当
該
個
人
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
伴
つ
て
当

該
債
権
が
消
滅
す
る
場
合
の
当
該
譲
渡
制
限
付
株
式
」
を
「
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
」に
、「
。
第
一
号
」

を
「
。
次
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
解
除
さ
れ
た
日
」
の
下
に「（
同
日
前
に
当
該
個
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
個
人
の
死
亡
の
時
に
次
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
当
該
特
定
譲
渡
制

限
付
株
式
又
は
承
継
譲
渡
制
限
付
株
式
に
つ
い
て
は
、
当
該
個
人
の
死
亡
の
日
）」を
加
え
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

一

当
該
譲
渡
制
限
付
株
式
が
当
該
役
務
の
提
供
の
対
価
と
し
て
当
該
個
人
に
生
ず
る
債
権
の
給
付
と
引
換
え
に

当
該
個
人
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
譲
渡
制
限
付
株
式
が
実
質
的
に
当
該
役
務
の
提
供
の
対
価
と
認
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
八
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
新
株
の
発
行
価
額
（
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
当
該
発
行
法
人
の
有
す

る
自
己
の
株
式
の
移
転
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
株
式
の
譲
渡
価
額
）」を
「
当
該
新
株
予
約
権
の
取
得
価
額
に
そ

の
行
使
に
際
し
払
い
込
む
べ
き
額
を
加
算
し
た
金
額
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
譲
渡
制
限
付
株
式
と
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
株
式
（
出
資
、
投
資
信
託
及
び
投

資
法
人
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
四
項
（
定
義
）に
規
定
す
る
投
資
口
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
い
う
。

一

譲
渡
に
つ
い
て
の
制
限
が
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
譲
渡
に
つ
い
て
の
制
限
に
係
る
期
間
（
次
号
に
お
い

て
「
譲
渡
制
限
期
間
」
と
い
う
。）が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二

前
項
の
個
人
か
ら
役
務
の
提
供
を
受
け
る
法
人
又
は
そ
の
株
式
を
発
行
し
、
若
し
く
は
同
項
の
個
人
に
交
付

し
た
法
人
が
そ
の
株
式
を
無
償
で
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
事
由
（
そ
の
株
式
の
交
付
を
受
け
た
同
項
の
個
人
が

譲
渡
制
限
期
間
内
の
所
定
の
期
間
勤
務
を
継
続
し
な
い
こ
と
若
し
く
は
当
該
個
人
の
勤
務
実
績
が
良
好
で
な
い

こ
と
そ
の
他
の
当
該
個
人
の
勤
務
の
状
況
に
基
づ
く
事
由
又
は
こ
れ
ら
の
法
人
の
業
績
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

基
準
に
達
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
法
人
の
業
績
そ
の
他
の
指
標
の
状
況
に
基
づ
く
事
由
に
限
る
。）が

定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
八
十
七
条
中
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
八
十
四
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
八
十
四
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
八
条
第
一
項
中
「
譲
渡
割
に
係
る
延
滞
税
及
び
加
算
税
」
を
「
譲
渡
割
に
係
る
延
滞
税
、
利
子
税
及
び
加

算
税
」
に
改
め
る
。

第
百
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
解
除
さ
れ
た
日
」の
下
に「（
同
日
前
に
同
項
の
個
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
個
人
の
死
亡
の
時
に
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
当
該
特
定

譲
渡
制
限
付
株
式
又
は
承
継
譲
渡
制
限
付
株
式
に
つ
い
て
は
、
当
該
個
人
の
死
亡
の
日
）」を
加
え
、
同
項
第
三
号
中

「
第
八
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
八
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
編
第
一
章
第
四
節
第
三
款
の
二
の
款
名
及
び
同
款
第
一
目
の
目
名
中
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
に
改

め
る
。

第
百
十
九
条
の
二
の
見
出
し
中
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中「（
仮
想
通
貨
の
」
を

「（
暗
号
資
産
の
」
に
、「
仮
想
通
貨
（
以
下
」
を
「
暗
号
資
産
（
以
下
」
に
、「
期
末
仮
想
通
貨
」
を
「
期
末
暗
号
資

産
」
に
改
め
、
同
項
各
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
仮
想
通
貨
」
を
「
暗
号
資
産
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
イ
又
は
ロ
（
寡
婦
の
意
義
）」を
「
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
ロ

（
定
義
）」に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
一
条
の
二
の
見
出
し
を「（
ひ
と
り
親
の
範
囲
）」に
改
め
、同
条
第
一
項
中「（
寡
夫
の
意
義
）」を「（
定
義
）」に
、

「
妻
の
」
を
「
配
偶
者
の
」
に
、「
前
条
第
一
項
各
号
」
を
「
前
条
各
号
」
に
、「
夫
と
」
を
「
配
偶
者
と
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
一
号
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
子
は
、
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得

金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
が
四
十
八
万
円
以
下
の
子
（
他
の
者
の
同
一
生
計
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
と

さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。）と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
を「（
非
課
税
と
さ
れ
る
金
品
の
交
付
を
行
う
団
体
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
お
い

て
」
を
「
又
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
」
に
、「
又
は
一
般
財
団
法
人
」
を
「
若
し
く
は
一
般
財
団
法

人
又
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
（
定
義
）

に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
同
号
」
を
「
法
第
九
条
第
一
項
第
十

四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
一
般
財
団
法
人
」
を
「
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は
特
定
非
営
利
活
動

法
人
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
中
「
自
己
の
研
究
の
成
果
で
あ
る
特
許
権
、
実
用
新
案
権
そ
の
他
の
工
業
所
有
権
、
自
己
の
育
成
の

成
果
で
あ
る
育
成
者
権
、
自
己
の
著
作
に
係
る
著
作
権
及
び
自
己
の
探
鉱
に
よ
り
発
見
し
た
鉱
床
に
係
る
採
掘
権
の

譲
渡
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

自
己
の
研
究
の
成
果
で
あ
る
特
許
権
、
実
用
新
案
権
そ
の
他
の
工
業
所
有
権
、
自
己
の
育
成
の
成
果
で
あ
る

育
成
者
権
、
自
己
の
著
作
に
係
る
著
作
権
及
び
自
己
の
探
鉱
に
よ
り
発
見
し
た
鉱
床
に
係
る
採
掘
権
の
譲
渡
に

よ
る
所
得

二

法
第
六
十
条
第
一
項
第
一
号
（
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
資
産
の
取
得
費
等
）
に
掲
げ
る
相
続
又
は
遺
贈
に

よ
り
取
得
し
た
同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
配
偶
者
居
住
権
の
消
滅
（
当
該
配
偶
者
居
住
権
を
取
得
し
た
時

に
当
該
配
偶
者
居
住
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
を
譲
渡
し
た
と
し
た
な
ら
ば
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
建
物
を
取
得
し
た
日
と
さ
れ
る
日
以
後
五
年
を
経
過
す
る
日
後
の
消
滅
に
限
る
。）に
よ
る
所
得

三

法
第
六
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
取
得
し
た
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
配

偶
者
居
住
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
る
建
物
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
る
土
地（
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
当
該
配
偶
者
居
住
権
に
基
づ
き
使
用
す
る
権
利
の
消
滅
（
当
該
権
利
を
取
得

し
た
時
に
当
該
土
地
を
譲
渡
し
た
と
し
た
な
ら
ば
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
土
地
を
取
得
し
た
日
と
さ

れ
る
日
以
後
五
年
を
経
過
す
る
日
後
の
消
滅
に
限
る
。）に
よ
る
所
得
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